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冒 製品開発研究  

別府産業工芸試験所 宮 崎  微 寒 竹 慎 一  
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要 旨   

竹を主にした地場工芸産業の新規分野粥拓や需要拡大を日産に、製品群発の立場から新製品開発提案を行うことに  

より、業界に対L側面から製品開発を支援する。また、開発された新製品の商品化を図ることにより開発製品の普及  

を図る。平成5年度からの継続研究であり、本年度は2年度目に当たる。   

本年度は、引き続き「インドアオープソスペースにおける竹環具製品」と「小物竹製品」の開発を行い、プロトタ  

イプの開発を含め13種15点を試作Lた。また、展示会等の出品を通じ、消費者等に対し広く開発製品の普及啓発  

を行った。  

2．研究概要   

担当開発スタッフで開発方針を検討、開発テーマ設定  

後、製品調査、商品の消費動向調査、モノと環境の相互  

関係調査等の情報収集後、調査内容、開発ポイント等の  

レポートを作成し、以下の製品開発における基本的条件  

を確認した。  

上 緒 言   

当所は、県内地場産業である竹工芸品、木工芸品等の  

工芸品製造業界を対象に支援、協力を行っているが、特  

に別府地域を中心とした竹製品製造業は、全国規模の消  

費市場の低迷とアジアからの輸入製品の流入や円高等の  

影響により、かつて経験したことがない程厳しい状況に  

あり、好転の兆しはなかなか見えない。   

こうLた現状を踏まえ、県は本年度を伝統的工芸品産  

業振興元年とし、長期振興計画を策定して、平成8年度  

の伝統的工芸品月間国民会議全国大会の誘致や以後の全  

国公募展の開催等を当面の目標に総合的支援策を展開し  

ている。また、別府市も、竹工芸産業振興の中核的施設  

として、別府市竹細工伝統産業会館の開館を機に、後継  

者育成、技術者研修、資料の保存展示等機能強化と推進  

を図っている。   

本研究は、伝統的工芸品産業振興策及び別府市竹細工  

伝統産業会館の機能推進と連動させながら展開を因って  

きた。竹◎木工製品の製品開発体制の強化及び消費者ニー  

ズに対応した高付加価値産地製品として通用する先導的  

な開発製品を提案L、併せて製品開発を通じ産地の活性  

化にとって有効な手法について研究することを目的とし   

ている。   

当所の開発体制については、本年度の産業科学技術セ  

ンタ爪開所に伴う組織の再編統合等による、研究機関と  

しての役割の増大、当所スタッフの減少等の影響により、  

試作を含む製品開発スタッフの減少が見られたが、上記振  

興策や伝統産業会館等の連携により補完することができた。  
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①機能面の充足“使いやすさ”   

（安全性、利便性、収納性）  

②感性面の充足“心地良さ”   

（心理的、美的、造形的）  

③商品化の対応   

（生産性、コスト、パーツ化）   

プロトタイプ試作については、当所外の委託加工を含  

め、竹材加工方法（竹編組技法、竹展開曲げ技法）、金  

属加工方法等の検討を行った。  

〈開発テーマ1〉  

「インドアオ爪プソスペースにおける竹環具製品の開   

発rり   

（i）ストリートベンチ開発‡王  

〈開発テーマ2〉  

「′J＼物竹製品の開発守り   

（i）和風器類の開発   
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ついては、長尺の竹ヒゴ部材を座面周囲の金属パイプに、  

以下の2方法で固定する方法を考えた。また、筒状編組  

部材の編組方法については、六つ目編みが適正であると  

の結論を得た。  

〈調 査 先〉   

。福岡市「全九州産業工芸連合 第21回年次展  

（PAK’94）」  

「響鳴する木の作品展」等   

む県内竹製品製造業老■流通業着筆  

（1）固定した金属パイプに直接巻き付けて固定する  

（2）編み上げた（六つ目編み）筒状編組部材を両パイプ   

の片端から差し込むことによって固定する   

く展示会出品〉   

包第31回「別府竹工芸新作展」  （別府市）   

B第2回とよのくに「竹工芸展」   （北九州市）   

◎第6回「デザインウェイブ㊥おおいた」（大分市）   

∂平成6年度「竹りレネサンス」事業  

2つの方法は、「安全性」「磯能性」「耐久性」「デ  

ザイン性」にも優れていると判断し座面デザインを決定  

した。ペソチ座面の安全性及び耐久性を確保することが  

重要であるため、竹ヒゴ部材の接続及び固定については、  

酢酸ビニールエマルジョン樹脂系接着剤、瞬間接着剤を  

使用し、接着部両端の剥離を防止するため接着部に勲収  

縮チューブを通した。また、接着部両端の引っ張り強度  

試験を実施し安全性を確認した。   

ベンチ本体（脚部及び座面周蹄）の金属部材について  

は、竹ヒゴを曲げたときに耐えるアールを考慮し、34¢、  

38¢ステソレスパイプを使用した。また、本体デザイン  

については、ベンチ直面の固定方法に対応した3タイプ  

（一部組み立て式）を設定した。本体金属部材の加工及  

び組み立てについては外部委託とした。（写真2）  

（別府市）  「暮らしに生きる竹の新提案展」   

3。研究内容  

3。1 「ストリートペソチ開発Ⅰり  

く開発コンセプト〉   

前年度に引き続き、都市環境空間づくりの一環として、  

また、竹材の用途拡大や家具建築用部材としての竹材の  

利用拡大を目漂に、広く公共施設を含む公共的空間等で  

使用できる屋内用ストリートベンチの閂発研究を行う。  

以下の基本コンセプトを設定した。  

①竹編組技法を主に活用した製品  

②ニュータイプの開発手法  

③異素材との組み合わせ  

④ベンチ本体（構造体）と座面を分離して考える、   

構造体が分割でき組み立て可能、パ≠ツ化  

〈開発方法〉   

ストリートペソチの新たな展開を図るため、竹材の利  

用可能性を含めアイデア及びデザイソを展開するととも  

にベンチ産面と脚部の適正素材等の検討をした。竹ベン  

チの特性として、ペソチ座面には竹部材を、ベンチ本体  

には金属部財を濠用する方向で開発を進めた。   

ベンチ座面の竹材使用方法についてほ、前年度のスリッ  

ト状の座面から、本年度は竹編組等を活用した座面を設  

定した。ベンチ匿面の竹部材とペソチ本体の金属部材と  

の固定方法についてば、座面の適正な竹編組方法、加工  

方法、部材寸法等を検討するために試験試作を実施した。  

（写真1）   

検討の結果、ベンチ座面と金属パイプとの固定方法に  

写真1 又巨リートベンチ試験試作  

写真2 ストリートベンチ試作品  
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〈開発結果〉   

最終的に3脚のプロトタイプを試作提案し、2脚につ  

いては、当所玄関ホールで長期間使用の耐久テストを実  

施中である。2脚とも概ね好評を得ているが、座面が六  

つ冒編みの1脚については、竹編組の緩みから小幅では  

あるが座面に凸凹の変形が出ている。また、竹ひご巻き  

付けの1脚については、安定した座面を維持している。  

今後、六つ冒編みのベンチについては、リデザイソを含  

め、竹編組の固定方法を再検討する必要があると思われ  

る。商品化にあたっては、竹製品製造業著、家具発達製  

造業老等との共同開発の可能性を検討する予定である。   

また、平成7年度からの竹材の欠点である「ワレ、ム  

シ、カビの抑制に関する研究」等の研究及び技術成果を  

活用する等、技術開発研究との連携を図り、将来的には、  

高品質竹材を活かLた「アウトドアオープソスペーースに  

おける竹環具製品」の開発へと継続していきたい。（写  

真3）  

ツ化により各部品の色彩及びスタッキソグの組み合わせ  

が自由になることが、開発の基本路線となった。  

〈発売方法〉   

前年度に実施した関係業者等からの聞き取り調査セ 7  

ドバイス、開発結果等を参考に製品リデザインの振興計  

画を作成仁再度う 群発製品を持参Lて、流通業老や宿泊  

施設関係業者等から聞き取り調査を実施Lた。業務用商  

品として開発するにほ、コスト面の調整が不可欠である  

との指摘を受けたので、アドバイスを念頭に以下の2つ  

の方向でリデザイン及び新提案を展開した。  

（ヱ）「新和風膳リデザインの開発」（写真4）   

◎竹森げ丸型器のセット製品  

。竹篭と竹曲げ丸型器とのセット製品   

⑳竹皿と竹曲げ丸型器とのセット製品  

（2）「和風パーティートレーの開発提案」（写真5）   

◎盛り篭トレーと竹曲げ器類とのセット製品   

ら／竹曲らヂ丸型器と竹曲げ器頸とのセット製品   

製作方法については、前年度同様、器額の製作は日田  

地区の竹曲げ加工を主とするⅠ社に委託し、編組部品ほ  

当所で試作した。低コスト化の対策についてぼ、以下の  

2つの方法で閂発を進めた。  

（a）パーツ化をある程度の量産によってコストを抑え  

る  

（b）コストを上げることなく∴ 同程度の仕事量で新た  

に機能や用途を付加することにより、実質的にコ  

ストを抑える   

写真3 別府産業三芸試験所設置風景  

3。2 「和風器頸の開発」  

〈開発コソセプト〉   

前年度開発の「新和風膳」の開発コンセプトを踏まえ、  

以下の基本コンセプトを設定した。  

塗装については、パーツ化による組み合わせが自在に  

できることが今回の提案の主旨であることから、色彩計  

画が必要であったが、外注委託の関係から新たな指定色  

は作らず、オ【ソドックスな既存の色彩となった。   ①竹加工法を活用した製品  

②低コスト化の対策  

③異なる加工法との組み合わせ  

④各部（器類とトレー等）を分離して考える  

⑤各部（器額等）の組み合わせが自在   

各部のパーツ化によりコストを抑えること、また、パー  

ー104－  



平成6年虔 研究報告 大分県産業科学技術センター  

卑．研究結果及び考察   

当所としては、業界の商品開発の方向付けや具体的デ  

ザイン提案を長期間に渡って継続してきた。現状として  

は、緒言のとおり、生産者にとっては厳しい状況にある  

のが実情である。今後とも当所製品開発研究を基本的、  

継続弟な実用化研究として位置付け、当所スタッフの総  

ププを結集して継続していく予定である。  

く試作開発実績〉  

「インドアオープソスペースにおげる竹環異数品の開  

写真卑 孝≡恩器類試作品  発‡I」   

『ストリートペソチ』  3程3点  

「小物竹製品の開発耳‡」   

『新和風膳リデザインの開発提案』  

ミニ九重（三∵匹い五段）セット  3種3点  

ミニ三連篭セット  1種1点  

盛皿弁当（小¢大）  3種5点   

『新和風膳ニュータイプの閂発提案』  

盛篭トレーセット（小¢大）  2穫2点  

竹薗トレーセット  1種1点  

写真5 和風器警頁試作品  

く開発結果〉   

最終的に10種12点のプロトタイプを試作提案し、  

展示会等を通じ普及啓発を因っている。   

業務用の器額の開発については、生産性とコストの課  

題が大きく、本年度開発の製品がそれらの諸課題を全て  

クリアできたとは言えないが、開発における基本的な考  

え方と一方法を提示できたと考える。また、開発製品の  

中には商品′化の可能性もあり、今接ともリモデル等の検  

討を含め継続していく予定である。（写真6）   

業務用の器摂の開発を終えて、消費者ニーズの多様化  

の視点から考察してみると、料理用の器類の色彩決定に  

ついては、消費者の好みの振幅が大きいにも関わらず、  

消費者が自ら好みの色彩を指定できないのが実情である。  

将来的には、個人である程度の好みの色彩及び色数等の  

指定が可能なシステムがあっても良いのではないだろう   

か。  

写真6 展示会展示風景  
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